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秋
の
静
け
さ
と
は
裏
腹
に
、
内
外
に
騒
が
し
い
こ
と
ば
か
り
起
こ
っ
て
い
ま
す
ね
。
ミ
サ
イ
ル

が
飛
ん
で
く
る
と
す
れ
ば
、
落
ち
着
い
て
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
内
容
に
苦
笑

し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ア
イ
ア
ン
ド
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
保
持
し
、
殆
ど
の

ミ
サ
イ
ル
を
実
際
に
撃
ち
落
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射
能
か
ら
守
る
シ
ェ
ル
タ
ー
が
家
庭

な
ど
に
配
備
さ
れ
、
放
射
能
防
御
マ
ス
ク
が
す
べ
て
の
国
民
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
イ
ス

は
永
世
中
立
国
で
す
が
、
攻
撃
に
対
す
る
国
民
皆
兵
制
度
が
あ
り
、
人
口
７
０
０
万
人
の
予

備
兵
力
は
４
０
万
人
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
１
５
０
万
人
の
兵
力
だ
そ
う
で
す
。 

 

人
生
は
戦
い
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
、
悪
と
の
闘
い
、
罪
と
の
闘
い
が
常
に
強
調
さ

れ
ま
す
が
、
日
本
で
は
、
ど
う
に
か
し
て
戦
い
を
避
け
よ
う
と
す
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

認
識
に
は
、
絶
対
悪
と
い
う
理
解
が
な
く
、
互
い
に
助
け
合
え
ば
改
善
す
る
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
司
馬
遼
太
郎
が『
こ
の
国
の
か
た
ち
』で
、
石
油
資
源
の
枯
渇
の
中
で
大
東
亜

共
栄
圏
を
唱
え
て
経
済
資
源
の
調
達
目
的
で
ア
ジ
ア
進
出
を
図
っ
た
日
本
を
、
イ
ギ
リ
ス
や

ア
メ
リ
カ
が
止
め
よ
う
と
し
た
が
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
に
対
し
て

脅
し
や
石
油
禁
輸
で
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
自
ら
の
歴
史
と
歩
み
を
学
ん
で
い

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

身
体
が
弱
け
れ
ば
、
病
原
菌
に
も
ウ
ィ
ル
ス
に
も
そ
の
他
侵
襲
全
般
に
対
し
て
も
脆
い
も
の

で
す
。
心
も
弱
い
と
ス
ト
レ
ス
に
対
処
で
き
ま
せ
ん
。
弱
さ
に
対
し
て
も
考
え
方
が
多
様
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
周
囲
の
力
に
よ
る
保
護
に
は
限
界
が
あ
り
、
基
本
的
に
は
身
体
も
心

も
、
自
己
管
理
力
や
免
疫
力
を
強
め
な
け
れ
ば
対
処
で
き
な
い
の
で
す
。 

 

大
病
を
し
た
人
は
、
健
康
対
策
に
万
全
を
期
す
傾
向
が
強
く
、
大
き
な
試
練
や
困
難
を

経
験
し
た
人
は
、
備
え
を
十
全
に
す
る
よ
う
で
す
。
ス
イ
ス
で
は
２
０
１
３
年
に
男
性
の
徴
兵

制
の
廃
止
案
が
７
３
％
と
い
う
圧
倒
的
な
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
平
和
を
確
保

す
る
た
め
に
、
未
知
の
戦
い
に
備
え
る
た
め
の
犠
牲
を
払
う
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
す
。
２
０
歳

前
後
に
１
５
～
１
７
週
間
の
兵
役
訓
練
と
い
う
の
は
、
人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
４
３
歳
を
過
ぎ
て
も
１
週
間
の
再
訓
練
と
い
う
の
は
、
自
己
管
理
を
し
て
い
な
い
者
に

は
、
言
い
よ
う
の
な
い
惨
め
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
ょ
う
。 

 

戦
争
や
戦
い
、
敗
北
の
惨
め
さ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
油
断
な
く
自
己
管
理
を
し
て
攻
撃

に
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
言
葉
の
応
酬
で
勝
敗
が
決
ま
る
ほ
ど
、
世
界
は
甘
く

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
政
治
の
甘
さ
に
も
杞
憂
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
我
ら
の
国
は
天
変

地
異
や
侵
略
に
対
し
て
、
真
剣
な
備
え
も
、
そ
の
為
の
犠
牲
も
払
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
う

な
れ
ば
、
自
ら
が
自
ら
を
守
る
し
か
な
い
の
で
す
。
一
生
懸
命
働
け
ば
幸
せ
に
な
る
と
い
う

平
和
な
時
代
は
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
は
、
あ
な
た
自
身
の
心
身
の
強
さ

で
す
。
如
何
で
し
ょ
う
か
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務
長 

柏
崎
久
雄 

＊ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
熱
が
な
い
時
に
ご
来
院
く
だ
さ

い
。
小
児
の
方
は
母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
当
院
は
水
銀
系
防
腐
剤
不
使

用
の
物
を
用
い
て
い
ま
す
。
１
回
３
，
７
８
０
円
（税
込
）で
す
。
午
前
は
９
時
迄
、
午

後
は
受
付
時
間
内
に
お
越
し
下
さ
い
。
千
葉
市
の
高
齢
者
助
成
は
満
６
５
歳
以
上

で
、
自
己
負
担
１
，
８
０
０
円
（生
活
保
護
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
、
１
２
月

３
１
日
ま
で
）で
す
。
２
歳
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
は
未
入
荷
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

＊ 

千
葉
市
は
今
年
度
よ
り『
予
防
接
種
番
号
シ
ー
ル
』制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
公
費

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
予
防
接
種
番
号
シ
ー
ル
と
母
子
手
帳
が
必
要
で
す
。 

＊ 

病
児
保
育
の
ご
利
用
に
は
、
前
も
っ
て
登
録
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
用
紙
を
受
け
取
っ
て
書
類
記
入
を
済
ま
せ
、
受
付

時
間
を
確
認
し
て
、
余
裕
を
も
っ
て
登
録
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

＊ 

一
般
社
団
法
人
障
害
治
療
研
修
所
の
全
体
研
修
会
が
１
０
月
９
日
（
月
祝
）

１
３
時
～
１
７
時
に
あ
り
ま
す
。
会
費
は
２
０
０
０
円
（
会
員
）
、
定
員
２

５
名
で
す
。
今
回
は
、
脳
や
感
情
・
神
経
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
着
目
し
、
院

長
の
症
例
報
告
の
他
、
治
療
に
関
す
る
講
演
を
行
い
ま
す
。 

＊ 

１
１
月
５
日
（
日
）
健
康
セ
ミ
ナ
―
「
ガ
ン
の
予
防
と
栄
養
」
午
後
２
時
か

ら
３
時
半
、
会
費
１
０
０
円
、
会
場
：
千
葉
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
（
千
葉
市

稲
毛
区
小
仲
台
８-

５-

１
）
出
席
希
望
の
方
は
受
付
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
感染症で受診される方へ 

発熱やくしゃみ・咳症状のある

方、水ぼうそう等伝染性疾患の方

は、入口、待合室・診察室、 会計

の流れが異なります。また、トイレ

後のハンドソープによる手洗いに

ご協力ください。 

 ★ 入口  

 正面入口横の中央通路のイン  

ターホンを押して下さい。  

★ 待合室・診察室 

 ２階の、第二待合室です。  

★ 会計 

 疾患によっては、廊下会計とな 

る場合があります。 

聖書を読む会 
10 月 17 日(火)午後２時～２時２０分   

当院待合室にて行います。 

11 月は 21 日（火）です。 

 

ヨーゼフのキャンペーン 
   オリーブ葉エキス 

10 月３１日（火）１２時まで 
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＜イギリス旅行記２＞2017.8.10.～8.16. 

ウィンダミアのシャレたホテルには 3 泊し、月曜の朝 9 時半頃ホテルを出て少し時間があったので、

少し大きな都市ケンダルを車で回りました。読み終えた塩野七海

の「ローマ人の物語」では、ケルト人の襲撃に苦しんだ 2 世紀の

ハドリアヌス帝が城壁を作り、これが現在もイングランドとスコ

ットランドの境となっていることが書いてありました。その城壁

よりも 70 キロ内側にあるケンダルにも城壁があり、川が中心部を

流れる石造りの落ち着いた街です。 

 高速を 90 キロほど走って車を返却し、プレストン発 12：17 バ

ーミンガム着 14：05 のヴァージン鉄道に乗りました。乗るまで時

間があったので、ホームの売店のパイなどで昼食にしました。予

約席には親子連れが座っていましたが、確認すると慌てて出てい

きました。車掌が管理する一等と二等の違いですね。バーミンガ

ムの駅は何本もの鉄道会社の線が集まっている大きな駅で、近く

にあるというレンタカー会社に行くのにも道が広いので苦労しま

した。イギリスの歩行者は決して信号を守りませんね。片側 4 車

線の道路を歩行者用信号がないので、恐る恐る渡りましたが、人々

は平気で渡っています。 

 1 時間ほど走ってシェイクスピアの町ストラットフォード・ア

ポン・エイボンに行きました。シェイクスピアの生まれた家が博

物館になっており、その庭では当時の服を着た女性が彼の寸劇を

演じていました。彼の妻アン・ハサウェイの家にはシャレた庭が

あり、竹で出来たラブシートに一緒に座ったら妻が喜んでいまし

た。茅葺の屋根で日本の古民家に感じが似ていました。暖炉と囲

炉裏の違い、ベッドと畳の違いでしょうか。 

 ここで泊ったのはゴルフ場のあるお城のようなホテルですが、

エレベーターはなく迷路のような階段があり、部屋に着くのに 20

分くらい掛かりました。トランクを抱えて上るのは辛いのですが、

紳士たちも当然のように運んでいました。ディナーはドレスコー

ドがあるので、娘たちも美しく装いオシャレな食事を味わってい

ました。食堂の前は写真のようにガーデンがあり、その先はゴル

フ場です。 

 翌日訪れたのは近くのナショナルトラスト Snowshill manor & 

garden でした。このマナーは荘園という意味で、マナーハウスと

いうのは、マナーを教える家ではなく、荘園領主の家と庭という

ことです。コッツウォルズの端にあるこのナショナルトラストは、

８２１年から１５３９年まで修道院でしたが、ヘンリー８世の国

教化による修道院閉鎖で荒廃し、後に１９１９年にチャールズ・

ウェイドという貴族が購入して整備されたものです。１１時の開

館直後に入った後、マナーハウスの入場予約時間は１３時だった

ので、マナーハウスに至るまで 15 分ほど歩き、庭で散策しながら

休み、ゆったりとした時間を過ごしました。個人の遺産を博物館

にしてナショナルトラストの管理になったのでしょうが、世界中

を旅したチャールズ卿の財力と趣味の凄さに驚きました。日本の

武士の鎧兜が暗い部屋に１０人分以上並んでいるのは迫力があり

ます。その他、自転車、おもちゃ、楽器、時計など見事なコレク

ションで、博物館よりも凄いのですが、個人コレクションなので

説明もなく並んでいるだけで却って面白く、ホルンのラッパが蛇

の口になっているのにはたまげました。 

 次に行ったのはオックスフォード植物園です。駐車場から歩くと途中の橋の下に船着き場があり、櫂
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を漕ぐボートが遊覧して植物園の周りを回っていました。実は

５時で閉園していたので、翌朝に寄りました。１６２１年に設

立されたイギリスで最も古い植物園で、庭園でもありながら多

様な植物を区分けして植えています。写真の後ろはルバーブと

いう大きな葉を持った多年生植物です。 

オックスフォード大学は１２世紀には出来ており、カレッジ

と呼ばれる寝食を教職員と共にする学寮で構成され、そのカレ

ッジにはキリスト教の宗派が維持しているものが多くあり、観

光客が立ち入る中で通常の学びや生活が送られています。映画「ハリーポッター」で教師と生徒が一緒

に食事をする食堂は、このカレッジのクライストチャーチのものがそのまま見本となっています。写真

の後ろがその校舎です。 

 オックスフォードは、歴史的な建物が並び学寮が広い敷地に

並んでいて、落ち着いた学問の街という雰囲気でした。植物園

からクライストチャーチまでの校庭にはラグビーコートが１２

面もありました。学生たちが集いそうなカフェでスコーンを食

べた後、オックスフォードブルーという濃紺の皮のコートを買

いました。雨にも強いそうで、専用クリームをつけてくれまし

た。 

 この後、ヒースロー空港で車を返すのですが、空港まで送り届けてくれたスタッフが冗談ばかりでし

た。空港では、まずトランクのセルフチェックインをしてタグを付け、荷物を預け、その後チェックイ

ンを済ませ、娘たちと最後にイタリアンを食べました。次女はロンドンに３週間程残った後、大好きな

バルセロナでガウディの建造物やサグラダファミリアを見て、ポルトガルを経てニューヨークに行って

１週間ダンスレッスン三昧の後、ロスアンゼルスの海岸で長期ホームステイ。３女は、スペインに行っ

て３５日間で７９９キロの巡礼の後、ドイツを経て帰国予定です。 

 さて、イギリスの食事について。イングリッシュブレックフ

ァーストは見事にどこのホテルでも同じで、ミルクティーが運

ばれ、シリアルにフルーツ、ジュース。その後、ベーコンエッ

グ、ソーセージ、ベイクドビーンズ（インゲン豆の甘煮）、焼き

トマト、マッシュルーム、トースト、そしてスコーンやロール

パン。味付けも殆ど変わらず、しっかりと栄養を取れます。私

たちは、持参のポットに紅茶を入れてもらい、トーストにハム

やチーズを挟んで昼食かおやつに持ち帰るのが常でした。リン

ゴも持って帰りますが、チップを渡すこともあります。 

 昼食にサラダを頼むと大きなお皿に肉やトーストも付いているので、スープまで注文するとどんぶり

のような容器に５００㎖以上入っているのでとても食べきれないと思うのですが、家内はニコニコしな

がら食べてしまいます。帰国後に数キロ太っていました。小さなホテルでは夕食は出ないのでレストラ

ンに行くのですが、ディナーというよりは一品料理で、量が多いので十分でした。パブにも入りました

が、酔っぱらうというよりも楽しく過ごすというもので、大きな声を上げて騒ぐ人はいませんでした。

タバコはどこでも吸っている人は見かけません。 

 インド料理、タイ料理、イタリアン、どれも本格的で、その国の人が作っていました。娘たちは、グ

ーグルなどで行きたい店を探し、メニューまでチェックしていました。私としては具材がしっかりとし

ていて、変な味付けをしていないので安心してどれも食べられました。やはり少し太ったようです。イ

ギリスの料理は不味いと言われていますが、下手な調理をせずに良い素材を使っているので、美味しか

ったです。 

考えてみれば、真夏でも最高気温２０度の気候で雨が多くては、野菜や穀物は育ちづらく、土地も石

が多く石灰分が多くては肥沃とは言えません。城壁や頑丈な建物が多いことからも、敵の侵入や気候の

厳しさがわかります。岩石だらけの岩地に石で壁を築いて羊を育てているのですが、牛では育たないし、

壁を壊してしまうでしょう。囲い込みの壁も至る所に見られました。昔は解放耕地と言って、収穫が終

わった耕地を開放して放牧に利用し、糞尿で肥沃にして零細農家でも共同で暮らしていたようです。し

かし、地主が囲い込みをして毛織物工業の為に牧羊を始めたために農民は働き場を失い、産業革命の労
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働力となっていった歴史の生の姿を見た思いです。その産業革命に用いられた鉱山や工場は廃れ、その

煤煙で汚れたままの煉瓦建築がスコットランドの諸都市の様相です。愛国心も強く、スコットランド人

には大学は無料だそうです。独立運動が盛んなのも頷けます。 

スコットランドはケルト人の国であり、ローマ帝国の支配はイングランドまでであってハドリアヌス

帝による防壁がケルト人の攻撃を防いでいたので、歴史的に長くその境界と違いは大きなものでした。

イギリスをイギリスと呼ぶ国はなく、実際はＵＡと呼び、グレートブリテン及び北アイルランド連合王

国であり、グレートブリテン島（イングランド、ウェールズ、スコットランド）とアイルランド島北東

部やその他多くの島からなり、4つの国で構成されています。ローマ時代には全くの僻地であり、肥沃

なフランスやスペインなどと比べて重視されていませんでした。 

寒くて雨が多く、肥沃ではない土地のイギリスが大英帝国として世界に冠たる国を築いたのは、働き

者であったことと国家としてのまとまりだったような気がします。世界中から集められた植物やその種

は、植民地でプランテーション生産されてイギリスに大きな利益をもたらし国力を上げました。カトリ

ック国は美食を競うが、プロテスタントの国は食事は働くための食料と考え質素を旨とする、というこ

とを聞いたことがありますが、イギリスという国が美食にうつつを抜かす国でなく、皆が働き者であっ

たことは事実のようです。それにしても車のスピードの速さと、信号を無視して渡る歩行者の足の速さ

には驚きました。太った人は殆どおりません。 

 ＜スペイン巡礼“カミーノ”＞ 

 娘たちが歩いた巡礼の道について説明します。使徒ヤコブの遺

骸があるとされるスペインのサンティアゴ・デ・コンポステーラ

は、ローマやエルサレムと並んだカトリックの巡礼地です。プロ

テスタントは、現実世界で生きることを強調しますので、巡礼と

いうものはありません。詳しくは、「日本カミーノ・デ・サンティ

アゴ友の会」を検索して調べてください。 

 簡単に言えば四国巡礼のカトリック版というとこですが、サン

ティアゴが目的地で、ルートは幾つもあり、飛び飛びでもバスを

使っても構わないのですが、スタート地点でクレデンシャル（巡

礼手帳）をもらい、各地でスタンプを押してもらうと、その経路

の巡礼証明書がもらえます。数年を掛けて少しずつ達成する人も

おり、クレデンシャルに期限はないそうです。娘たちが歩いたフ

ランスの道は７９９キロで、３５日掛かったそうですから一日２３キロも

歩いていることになります。道中ではアルペルゲという巡礼者対象の宿が

あり、素泊まりですが１０ユーロくらいで泊れます。そのかわり朝１０時

には出発しなければなりません。 

 一人で歩く人、数人で歩く人など様々で、助け合いながら黙々と歩き、

次女は教会でお婆ちゃんに自分の家の朝食に招かれたり、３女はアルペル

ゲにボランティアしている日本人女性にてんぷらを御馳走になったりした

そうです。信者でなくても巡礼はできるので、健康管理とスペインの風土

を知りながら交流をしたい人には良いと思われます。スペイン語も英語も

できなくても、どうにかなります。途中、スーパー、レストラン、薬局や

病院、郵便局、などもあり、荷物を送り返すこともできます。 

 

≪ 診 療 時 間 ≫ 
  月曜～金曜（午前 8 時 30 分～12 時 10 分、午後 2 時 30 分～5 時 30 分） 
  土曜   （午前 8 時 30 分～12 時 10 分、午後 2 時～4 時） 

休診日  木曜、日曜、祝日、年末年始  
・各種健康保険取扱機関 ・生活保護指定機関 ・介護保険取扱機関 
・特定疾患取扱機関  ・結核予防法指定機関 ・自立支援医療機関 
・身体障害者認定医 ・各種健康診断 ・小中台小学校校医   
・栄養療法(分子整合医学)                      （携帯サイトへ） 


